


人 口 ： 148,093 人 （H30.12）
面 積 ： 87.81 ㎢
財 政 力 指 数： 0.87 （H29）
昼夜間人口比： 93.5 （H27）
有効求人倍率： 2.49（H30.11）
製造品出荷額等：7,313 億円（15年連続県内1位）
うち航空宇宙産業は約2,300億円全国の約12％

岐阜県各務原市の概要
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１９１９年（大正８年）の各務ヶ原飛行場
【出展：航空自衛隊岐阜基地ウェブサイト】
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1886年（明治 9年）：各務原台地に陸軍砲兵演習場が開設
1917年（大正 6年）：陸軍 各務ヶ原飛行場が開設
1922年（大正11年）：川崎造船所 飛行機部 各務原分工場が設置
1937年（昭和12年）：川崎航空機工業 各務原工場が設立
「零戦初号機」（十二試艦上戦闘機）が初飛行、「飛燕」（三式戦闘機）の生産

1945年（昭和20年）：占領軍が各務原に進駐、飛行場の閉鎖、
岐阜工場が連合軍に接収

1953年（昭和28年）：航空機生産 再開 空白の７年
1958年（昭和33年）：米軍キャンプ岐阜全面返還、航空自衛隊岐阜基地発足

航空機に関する歴史



岐阜かかみがはら航空宇宙博物館
（愛称：空宙博～そらはく～）

平成８年に各務原市の単独事業として開館
岐阜県・各務原市共同事業として約3年半を掛け
「企業版ふるさと納税制度」や「地方創生推進交付金」等を活用し
平成30年3月24日 全面リニューアルオープン
展示面積は従来の約１.７倍 実機数は全国最多

先人の空や宇宙への憧れ、
そして、挑戦の物語を伝えたい。
子どもたちに、
チャレンジスピリットと感動を
与える博物館に！



世界で唯一現存する旧陸軍戦闘機「飛燕」の実機展示

川崎重工業株式会社様の有志によってレストア



航空・宇宙に関する実物大展示
世界初動力付飛行機「ライトフライヤー」
偵察機「サルムソン」

国際宇宙ステーション

日本実験棟「きぼう」

各
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平成28年8月 内閣府から地域再生法に基づく地域再生計画に認定
（岐阜県とともに 企業版ふるさと納税として 第1弾の認定）

岐阜県「航空宇宙産業を支えるまち・ひと・しごと創生計画」
各務原市「博物館を核とした航空宇宙産業都市魅力向上事業」

・平成28年9月～32年3月
・寄附の見込額 航空宇宙関連製造業

平成28～29年度 200万円 / 年
平成30～31年度 100万円 /  年

上記計画に基づく以下の事業が企業版ふるさと納税の対象に
岐阜県 「航空宇宙科学博物館新規プログラム開発事業」
各務原市「博物館の改築事業及び企画展開催事業」

企業版ふるさと納税への取組



企業版ふるさと納税
岐阜県 210 万円

川崎重工業㈱、APCエアロスペシャルティ㈱

空宙博への寄付一覧

各務原市 約 1,050 万円
川崎重工業㈱、キョーラク㈱、㈲ファインテック、
APCエアロスペシャルティ㈱、ピノキオ商事㈱、ライフサポート㈱
㈱丸紅塗料店、ぎふ農業協同組合、その他非公表２社

一般寄附
各務原市 約 1,830 万円

１４ 企業・団体（主に市内企業や地域金融機関）
２ 個人



すべては子たちのために

企業版ふるさと納税に
ご協力いただきました

企業・団体・個人の皆さまに
心より感謝を申し上げます。

ご清聴ありがとうございました
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